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特
集
　「
戦
争
政
策
」に
抗
す
る
た
め
に

日
中
平
和
友
好
条
約

　
︱
日
中
関
係
の
立
脚
点
︱

浅
井
基
文

秦
剛
外
交
部
長
の
日
中
関
係
に
関
す
る
提
起

日
中
平
和
友
好
条
約
（
以
下
「
条
約
」）
締
結
45

周
年
に
当
た
る
今
年
、
政
治
、
経
済
、
安
全
保
障

等
各
分
野
で
日
中
の
立
場
の
違
い
が
鮮
明
に
な
る

中
で
、
習
近
平
新
体
制
下
の
中
国
の
日
中
関
係
に

関
す
る
所
信
を
問
わ
れ
た
秦
剛
外
交
部
長
は
「
言

而
有
信
、
以
史
為
鍳
、
維
護
秩
序
、
互
利
共
嬴
」

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
（
3
月
7
日
）。

「
以
史
為
鍳
」（
歴
史
を
以
て
鑑
と
な
す
）
と
「
互
利
共

嬴
」（
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
）
は
、
日
中
関
係
が
立
脚
す

る
べ
き
原
則
と
し
て
、
中
国
が
以
前
か
ら
用
い
て

き
た
キ
ー
・
ワ
ー
ド
だ
が
、
秦
剛
は
日
中
関
係
の

厳
し
い
現
実
を
踏
ま
え
て
今
日
的
な
意
味
づ
け
を

与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
言
而
有
信
」（
言

い
て
信
あ
り
）
と
「
維
護
秩
序
」（
秩
序
擁
護
）
は
日

中
関
係
の
脈
絡
で
は
い
わ
ば
初
出
で
あ
り
、
そ
れ

だ
け
に
中
国
の
日
本
・
岸
田
政
権
に
対
す
る
問
題

意
識
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
秦
剛
は
次
の
よ

う
に
述
べ
た
（
強
調
部
分
は
筆
者
。
今
日
的
意
味
合
い

が
色
濃
く
込
め
ら
れ
て
い
る
部
分
）。

「
言
而
有
信
」（
筆
者
：
出
典
は
『
論
語
・
学
而
』。
交

友
関
係
に
お
け
る
鉄
則
は
言
行
一
致
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
「
与
朋
友
交,

言
而
有
信
」）：
両
国
が
45
年
前
に

締
結
し
た
条
約
は
、
中
日
関
係
発
展
の
原
則
と
方

向
を
法
的
に
確
認
し
た
最
初
の
文
件
で
あ
り
、
中

日
共
同
声
明
（
１
９
７
２
年
）
等
と
と
も
に
中
日
関

係
の
政
治
的
基
礎
を
な
す
。
特
に
「
互
い
に
協
力

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、互
い
に
脅
威
と
な
ら
な
い
」

と
い
う
（
条
約
第
1
条
の
中
心
思
想
を
な
す
）
重
要
な

政
治
的
共
通
認
識
は
厳
格
に
遵
守
す
る
べ
き
で
あ

り
、
言
っ
た
か
ら
に
は
実
行
す
る
べ
き
で
あ
る
。

「
以
史
為
鍳
」：
日
本
軍
国
主
義
が
中
華
民
族
に

与
え
た
深
刻
な
危
害
は
今
な
お
痛
み
を
残
し
て
い

る
。
中
国
人
民
は
忘
れ
な
い
し
、
日
本
も
忘
れ
る

べ
き
で
は
な
い
。
歴
史
を
忘
れ
る
こ
と
は
裏
切
る

こ
と
を
意
味
し
、
罪
責
を
否
認
す
る
こ
と
は
再
び

犯
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
国
は
一
貫
し
て
善
意

で
日
本
に
接
し
、
善
隣
友
好
を
希
望
し
て
い
る
。

し
か
し
、
仮
に
中
国
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
せ
ず
に

も
っ
ぱ
ら
災
い
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
は
中
国
封
じ

込
め
の
「
新
冷
戦
」
に
加
わ
る
に
至
れ
ば
、
傷
口

が
癒
え
る
間
も
な
く
新
た
な
傷
口
を
加
え
る
こ
と

と
な
る
。

「
維
護
秩
序
」：
今
の
日
本
に
は
い
わ
ゆ
る
秩
序
を

大
い
に
語
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
の
秩
序
と
は
一
体

何
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

今
日
の
国
際
秩
序
は
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
勝
利

の
基
礎
の
上
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
３
５
０
０
万
人

の
中
国
軍
民
の
生
命
と
鮮
血
を
引
き
換
え
に
し
て

獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
人
民
は
、
戦
後
の
国

際
秩
序
及
び
国
際
正
義
に
挑
戦
す
る
如
何
な
る
歴

史
修
正
主
義
に
も
同
意
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

条
約
は
覇
権
主
義
反
対
を
明
確
に
規
定
（
第
2
条
）

し
て
お
り
、
条
約
の
そ
の
精
神
は
今
日
に
お
い
て
も

現
実
に
意
義
を
有
す
る
。

「
互
利
共
嬴
」：
中
日
両
国
の
長
所
は
互
い
に
補
い

合
い
、
互
い
を
必
要
と
し
て
い
る
。
我
々
は
市
場
原

理
と
自
由
開
放
の
精
神
を
堅
持
し
、
協
力
を
強
め
、

産
業
チ
ェ
ー
ン
と
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
と

円
滑
を
共
同
で
擁
護
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
回
復

に
動
力
と
活
力
を
注
入
す
る
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
一
つ
言
っ
て
お
き
た
い
。
日
本
政

府
は
、
福
島
原
発
の
核
汚
染
水
を
海
に
放
出
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
私
事
で

は
な
く
、
海
洋
の
環
境
及
び
人
類
の
健
康
に
か
か

わ
る
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
我
々
は
、
日
本
が
責

任
あ
る
方
法
で
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
丁

重
に
促
す
。

岸
田
政
権
評
価
の
分
岐
点

中
国
の
岸
田
政
権
に
対
す
る
認
識
は
、「
国
家
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安
全
保
障
戦
略
」「
国
家
防
衛
戦
略
」「
防
衛
力
整

備
計
画
」（
い
わ
ゆ
る
安
全
保
障
3
文
書
）
を
閣
議
決

定
し
た
２
０
２
２
年
12
月
16
日
を
境
に
し
て
決
定

的
に
変
化
し
た
。

中
国
は
、
安
倍
政
権
時
代
の
日
中
関
係
に
基
本

的
に
不
満
で
あ
り
、
１
９
７
２
年
の
日
中
国
交
正

常
化
に
尽
力
し
た
大
平
正
芳
外
相
（
当
時
）
が
率

い
た
宏
池
会
の
現
在
の
会
長
で
あ
る
岸
田
首
相
の

誕
生
（
２
０
２
１
年
10
月
）
に
期
待
を
寄
せ
た
。
し

か
し
、
日
米
「
2
＋
2
」（
２
０
２
２
年
1
月
）、
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
（
3
月
）
に
か
こ
つ
け

た
「
中
国
脅
威
」
喧
伝
、
参
議
院
戦
勝
利
後
の
改

憲
発
言
（
7
月
）、
米
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
及
び
ハ
リ

ス
副
大
統
領
の
訪
日
を
歓
待
し
た
際
の
台
湾
関
連

発
言
（
8
月
・
9
月
）
等
を
経
て
、
中
国
の
岸
田
政

権
に
対
す
る
期
待
は
、
失
望
さ
ら
に
は
警
戒
へ
と

変
化
し
た
。

日
中
友
好
8
団
体
の
一
角
を
占
め
る
日
中
友
好

議
員
連
盟
の
会
長
を
務
め
て
い
た
林
芳
正
が
11
月

に
外
相
に
就
任
し
た
際
に
、
中
国
の
対
日
期
待
感

は
若
干
持
ち
直
し
た
。
し
か
し
直
後
（
12
月
）
の

安
全
保
障
3
文
書
閣
議
決
定
及
び
そ
れ
を「
土
産
」

と
し
た
岸
田
首
相
の
Ｇ
７
諸
国
歴
訪
時
（
本
年
1

月
）
の
一
連
の
言
動
に
よ
り
、
中
国
は
岸
田
政
権

に
対
す
る
不
信
を
決
定
的
に
高
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
2
月
に
東
京
で
行
な
わ
れ
た

日
中
外
交
当
局
事
務
レ
ベ
ル
協
議
（
21
日
）
及
び

安
全
保
障
対
話
（
22
日
）
に
関
す
る
中
国
外
交
部

発
表
文
に
顕
著
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
紹

介
し
た
秦
剛
発
言
は
そ
の
集
約
と
言
え
る
。

中
国
側
は
事
務
レ
ベ
ル
協
議
で
、
条
約
締
結
45

周
年
を
契
機
に
共
同
声
明
、
条
約
の
原
則
を
遵
守

す
る
べ
き
だ
、
と
中
日
関
係
の
拠
る
べ
き
基
本
を

念
押
し
し
た
上
で
、
①
平
和
・
友
好
・
協
力
と
い

う
大
方
向
を
堅
持
す
る
こ
と
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
な

産
業
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
と
円
滑
を
擁

護
す
る
こ
と
、
③
中
日
間
の
違
い
・
矛
盾
を
建
設

的
に
管
理
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
、
④
中
日
関

係
の
安
定
的
発
展
を
確
保
す
る
こ
と
、
以
上
4
点

を
具
体
的
に
要
求
し
た
。
ま
た
、
歴
史
問
題
・
台

湾
問
題
が
中
日
関
係
の
基
本
的
信
用
・
根
幹
で
あ

る
と
指
摘
し
て
、
日
本
が
以
史
為
鍳
と
一
つ
の
中

国
原
則
を
堅
持
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
核
汚
染
水

問
題
の
適
切
な
処
理
を
求
め
た
。

ま
た
安
保
対
話
で
は
、
①
日
本
が
軍
事
面
の
強

化
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
②
安
保
3
文
書

で
「
中
国
脅
威
」
を
喧
伝
し
て
い
る
こ
と
、
③
中

国
周
辺
地
域
で
域
外
勢
力
と
の
軍
事
的
結
託
を
強

め
て
い
る
こ
と
、
④
台
湾
・
南
シ
ナ
海
等
の
中
国

の
核
心
的
利
益
に
か
か
わ
る
問
題
で
消
極
的
言
動

を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
列
挙
し
て
、
日
本
が

一
つ
の
中
国
原
則
遵
守
の
誓
約
を
守
り
、
中
国
と

の
建
設
的
な
安
全
保
障
関
係
を
構
築
す
る
よ
う
要

求
し
た
。

日
中
関
係
に
か
か
わ
る
公
式
文
件
で
こ
れ
ほ
ど

歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
を
表
明
す
る
の
は
異
例
で

あ
る
。
岸
田
首
相
の
「
中
国
脅
威
に
対
す
る
協
調

対
処
」
を
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
に
据
え
た
Ｇ
7
諸

国
歴
訪
行
脚
を
批
判
し
た
環
球
時
報
社
説
（
1
月

11
日
付
）
以
来
、
岸
田
首
相
を
「
岸
田
」
と
呼
び

捨
て
に
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
中
国
メ

デ
ィ
ア
の
対
日
報
道
姿
勢
の
変
化
に
も
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、中
国
の
岸
田
政
権
に
対
す
る
認
識
は
、

安
保
3
文
書
閣
議
決
定
を
受
け
て
根
本
的
に
変
化

し
た
。

安
全
保
障
3
文
書

日
本
に
お
け
る
戦
後
の
安
全
保
障
論
議
の
本
質
を

喩
え
て
言
う
な
ら
ば
、「
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
」
あ

る
い
は
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
に
終
始
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
平
和
・
安
全

保
障
に
関
す
る
論
争
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
・
平
和

憲
法
に
基
づ
く
非
軍
事
路
線
か
、対
日
平
和
条
約
・

日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
軍
事
路
線
か
と
い
う
、

真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
両
立
し
得
な
い
二
つ
の
理

念
・
法
体
系
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
を
め
ぐ
っ

て
闘
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、
正
常
な
立
憲
国

家
で
あ
る
な
ら
ば
、「
9
条
改
正
」
の
是
非
に
つ

い
て
徹
底
的
に
議
論
し
、
最
終
的
に
は
憲
法
が
定

め
る
手
続
き
に
従
っ
て
決
着
を
つ
け
る
と
い
う
健

全
な
常
識
が
支
配
す
る
。

し
か
し
日
本
に
お
い
て
は
、
反
戦
感
情
が
強
い

国
民
を
前
に
し
て
、
歴
代
政
府
は
改
憲
に
訴
え
る

と
い
う
憲
政
の
常
道
を
回
避
し
た
。
政
府
が
採
用
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し
た
の
は
、
問
題
が
起
こ
る
度
に
、“
９
条
と
矛

盾
し
な
い
”
と
強
弁
す
る
手
法
だ
っ
た
。
要
す
る

に
、「
9
条
か
安
保
か
」
と
い
う
問
題
の
本
質
を

回
避
し
、個
々
の
ケ
ー
ス
毎
に
「
合
憲
か
違
憲
か
」

と
い
う
「
憲
法
解
釈
」
の
次
元
に
す
り
替
え
、
詭

弁
を
弄
し
て
「
合
憲
」
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す

こ
と
で
そ
の
場
を
や
り
過
ご
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
実
に
珍
奇
な
（
国
際
的
に
は
通
用

し
得
な
い
）
主
張
が
堂
々
と
ま
か
り
通
る
こ
と
と

な
っ
た
。

珍
奇
な
主
張
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
が
、
確
認
の
意
味
を
込
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
政

府
の
憲
法
解
釈
に
お
け
る
代
表
的
な
事
例
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。

○
海
外
派
兵
（
違
憲
）
と
海
外
派
遣
（
合
憲
）

○
武
力
使
用
（
違
憲
）
と
武
器
使
用
（
合
憲
）

○
後
方
支
援
（
違
憲
）
と
後
方
地
域
支
援
（
合
憲
）

政
府
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
武
力
行
使
を
目
的

と
す
る
」
か
ら
憲
法
違
反
、
後
者
は
「
武
力
行
使

を
目
的
と
し
な
い
」
か
ら
憲
法
違
反
で
は
な
い
、

と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は

国
際
的
に
ま
っ
た
く
通
用
し
な
い
代
物
だ
。

敵
基
地
攻
撃
能
力

安
全
保
障
3
文
書
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
い
わ

ゆ
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
め
ぐ
っ
て
憲
法
論

争
が
再
燃
し
て
い
る
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
特

に
対
米
軍
事
協
力
推
進
に
意
欲
を
燃
や
す
岸
田
政

権
は
、
安
倍
政
権
時
代
の
「
集
団
的
自
衛
権
行
使

合
憲
」
閣
議
決
定
を
背
景
に
、「
我
が
国
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
他
国
」
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発

生
し
た
場
合
に
も
「
自
衛
権
行
使
」
と
し
て
の
敵

基
地
攻
撃
が
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
米
ソ
冷
戦
終
結
後
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
の
軍
事
力
行
使
の
事
例
（
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
リ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
）　

に

限
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
国
際
法
違
反
の
侵
略
戦

争
の
常
習
犯
だ
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
自
衛
権
を
行

使
し
て
反
撃
す
る
国
家
（
例
え
ば
中
国
、
朝
鮮
）
に

対
し
て
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
行
使
す
る
日
本

は
文
字
通
り
「
侵
略
戦
争
の
片
割
れ
」
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
今
日
に
至
る
国
会
論
戦
が
示
す
と
お

り
、
野
党
は
問
題
の
本
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

政
府
が
設
定
し
た
土
俵
で
議
論
す
る
こ
と
に
終
始

し
て
い
る
。
日
本
の
安
全
保
障
論
議
は
「
重
箱
の
隅

を
つ
つ
く
」
あ
る
い
は
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
で

あ
る
、
と
形
容
し
た
意
味
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

中
国
の
岸
田
政
権
批
判

す
で
に
紹
介
し
た
2
月
の
日
中
安
全
保
障
対
話

に
関
し
、中
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
第
一
人
者
・

楊
伯
江
（
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
長
）
は
、
そ

こ
で
の
最
重
要
議
題
が
「
日
本
の
軍
事
的
動
向
」

で
あ
っ
た
と
し
た
上
で
、
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（
2
月
23
日
付
人
民
網
（
Ｈ
Ｐ
）
所
掲
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
を
脅
か
す
日
本
の

軍
事
力
強
化
拡
大
」）。日
本
が
備
え
る
べ
き
平
和
・

安
全
保
障
政
策
の
本
質
を
喝
破
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
結
論
に
代
え
て
紹
介
す
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。

日
本
の
軍
事
政
策
は
、
第
二
次
大
戦
投
降
以
来

も
っ
と
も
深
刻
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
岸
田
政

権
は
安
保
3
文
書
に
よ
り
「
専
守
防
衛
」
原
則
を

放
棄
し
、
い
わ
ゆ
る
「
反
撃
能
力
」
を
解
禁
し
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
標
準
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
。
防
衛

予
算
を
大
幅
に
増
や
し
、
憲
法
の
平
和
主
義
の
理

念
に
背
き
、
軍
事
大
国
に
向
か
う
危
険
信
号
を
発

出
し
て
い
る
。
安
保
3
文
書
に
よ
り
、
岸
田
は

２
０
２
２
年
5
月
に
バ
イ
デ
ン
が
訪
日
し
た
際
に

日
本
に
課
し
た
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
作
業

を
完
成
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
は
日
米
軍
事
一
体

化
に
邁
進
し
、
ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
て
「
中
国
脅

威
」
を
宣
伝
し
、
対
外
関
係
に
お
け
る
軍
事
的
要

素
の
比
重
を
高
め
て
い
る
。

日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
実
を
直
視

し
、
長
期
的
視
野
を
備
え
、
戦
後
の
平
和
主
義
の

理
念
を
堅
持
し
、
交
流
と
対
話
を
通
じ
て
ア
ジ
ア

近
隣
諸
国
と
の
相
互
信
頼
・
協
力
を
増
進
し
、
地

域
の
平
和
と
安
定
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
の
み
、
地
域
に
利
益
を
も

た
ら
し
、
日
本
自
身
を
も
救
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
あ
さ
い
・
も
と
ふ
み
／
政
治
学
者
、
元
外
交
官
）


	



